
 

 

 

 

   

 
 

   

◆ 朝、交差点に立っていると、本校児童はもちろんですが、本校を卒業した中学生や高校

生もさわやかに挨拶をしてくれます。また、中体連や中文連、さらに高校総体など卒業生

の活躍を耳にすることも多く、うれしい気持ちになり元気をもらっています。 

◆ 少し前のことになりますが、５月１４日から３日間、山辺中学校第２学年の「わっく Work

やまのべ」がありました。本校では６名の生徒が職場体験を行いました。私たち教職員も

元気が出る素敵なお礼状をいただいたのでご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆ 本年度は、大学の派遣事業により、本校卒業の大学院生が学習支援員としてお手伝いいた

だいています。また秋には、本校卒業の大学３年生が、１カ月間教育実習に来ます。今から

楽しみです。 

 ◆ 卒業生の活躍に期待するとともに、これからも応援していきたいと思います。 

 ◆ 直前に、熊の出没により活動が大きく制限、変更されました。また、当日はあいにくの雨

模様でした。宿泊野外学習は自然が相手ですので、１００％計画通り行くとは限りません。

したがって、自然に対する感謝と畏敬の念を持ちながら、自然に学び、考え、判断し、力を

合わせて実行する、まさに予測困難な時代を生きる力を育む絶好の機会と捉えています。 

  子どもたちは次々と降ってくる困難に立ち向かい、仲間と力を合わせ、２日間の活動を見事

やり遂げました。到着式でほとんどの子どもが「失敗を経験した」と答えていました。「失

敗から学ぶ大切さ」を学んだと思います。みんなたくましくなりました。 

 ◆「原始の火起こし」は、屋根付き広場で行いましたが、時折強く降る雨のしぶきが入ってく

る悪条件でした。そんな中、見事５つの班が（も）点火させることができました。しかし、

その後の「炊飯活動」は困難を極めました。薪が湿っていてどうやっても火が付きません。

職員の方も総動員で、バーナーで焼いたり薪を割って細かくしたりしてもらいましたが、一

向につく気配がありません。子どもたちは、「昼食で使った割りばしを焚き付けに使おう」

「乾いた松ぼっくりや杉の葉を集めてこよう」「うちわを使って慎重に空気を送ろう」・・・、

考えられる手立てをどんどん試していきます。１時間ほど格闘しようやく火がつき始めま

した。火のありがたさを実感しながら、出来上がったカレーライスをおいしく食べました。 

山辺大好き 学校大好き 友だち大好き（自分大好きをベースに） 

令和６年度 第４号 

      R６.７.2６ 

山辺町立山辺小学校 

 校長 鈴木 義彦 

「失敗から学ぶ大切さを学ぶ！」 第５学年宿泊野外学習（７月３日～４日） 

拝啓 

 過ぎゆく春が惜しまれる頃になりました。皆様におかれましてはお変わりなくお過ごしのことと存じます。 

 先日は、私たちの社会体験学習のためにお時間をいただき、ありがとうございました。 

 ３日間の体験学習の中で、心に残ったことは「仕事の価値」です。 

 小学校の教員というものは、丸つけや授業、児童の保護、指導など仕事の量が多いと思います。ですが、先生

方はその仕事量を毎日当たり前のようにこなしていました。私が倉岡先生に仕事の価値についてインタビュー

をさせていただいた際、「世の中をつくっている人間の育ちを支えているこの仕事は相当な価値がある。」とお

っしゃっていました。未来を担う子どもたちのために働くのがこの仕事の働く意義であり、それがやりがいに

なると学びました。この他にも教員の仕事の魅力や思いなど感じることができました。 

 ３日間では足りないくらい楽しくやりがいのある仕事でした。今回学んだ「責任感をもつ」などをこれから

の学校生活に活かしたいと思います。 

 ３日間お世話になりました。お身体を大切になさってこれからもますますご活躍ください 

敬具 

令和６年５月２２日 

山辺中学校２年 

山辺町立山辺小学校の教職員の皆様              （掲載の許諾をいただいています） 

http://www.town.yamanobe.yamagata.jp/schools/elyamabe/date1/gaiyou(h19).pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ いよいよ明日から３２日間の長い夏休みです。８月２８日、元気でたくましくなった子ども

たちと会えるのを楽しみにしています。 

◆ 『お手伝い』は、「実物に触れることで五感が磨かれる」「自ら段取りを考え、工夫するよう

になる」「責任を持つことで自主性がつく」「社会の一員として働く意識が持てる」などの効果

があると言われております。ぜひ毎日続けて取り組んで欲しいと思います。 

原始の火起こしで作った火が、炊飯活動、キャンドルサービスとつながっていきました 

前期前半 各学年、こんな行事や活動がありました 

１学年 春の自然探検 

 

 

 

 

 

 

 
 ６月１１日、山形市少年自然の

家に行ってきました。天気にも恵

まれ、フィールドアスレチックで

の遊びや動植物の観察をして子

ども達は大喜び。お友達と協力し

ながら、存分に楽しむことができ

ました。 

 

 

２学年 山辺町内の散歩 

 
７月に山辺の町をお散歩しまし

た。「へぇ！こんな所にこんなお店

があったんだ！」という発見だけ

でなく、「今度は、中に入ってみた

いな！」「また〇〇さんに会って質

問したい！」という思いが生まれ

たようです。今後は、自分たちで計

画した探検を通して、自分たちの

町や町の人の良さをたくさん見つ

けてほしいと思います。 

３学年 リコーダー講習会 

 
６月１０日、プレールームで

「リコーダー講習会」を行いま

した。講師の先生に上手く吹く

コツを教わりながら練習した

り、様々な大きさのリコーダー

の音色を聞いたりして、楽しん

で学ぶことができました。 

４学年 社会科見学 

 
６月２７日、寒河江ダム、水道

企業団、下水道事務所に行きま

した。私たちが日頃使っている

水がどこからくるのか、使った

水がどのようにきれいになって

いくのかを見学し、水の大切さ

を実感することができました。 

 

 

 

 

６月２７日、寒河江ダム（西川

町）、最上川中部水道企業団（中

山町）、山形県建設技術センター

下水道事業所（天童市）を見学し

てきました。お昼はチェリーラ

ンドさがえ河川敷公園でとりま

６学年 町議会見学・模擬選挙 

 

６月６日、山辺町議会６月定

例会を傍聴見学してきました。

山辺町の観光などについての議

題を、選挙で選ばれた代表者に

よって決められていることを肌

で実感しました。また模擬選挙

も行い、実際の投票箱を使って

選挙を体験してきました。 

ひまわり・たんぽぽ・すみれ 

特別支援学級合同学習会 

 
 ６月５日、山辺町町民体育館

で、山辺中・相模小の友達と一緒

にレクリエーションを行いまし

た。じゃんけん列車や風船運び

リレーなどの楽しい活動を通し

て、交流を深めることができま

した。 

・・・ 

 

 


